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平均正答率の全国平均との差の推移 
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１  学力・学習意欲の状況について 
１－１  学力の状況（小学生） 

・小学生の学力の状況を４教科の平均正答率でみると、全国平均を上回るのは国語Ａ、算数Ａの２教科。国語Ｂは全
国４０位であった昨年度に比べ改善した。理科は前回実施時より順位を下げた。 
   参考：Ａ問題は「知識」の問題であり、Ｂ問題は「活用」の問題であってPISA（OECDの国際比較学力テスト）型学力に対応する問題である。 

（   ）内は全国順位 
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平均正答率の全国平均との差の推移 
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１－２ 学力の状況（中学生） 

・中学生の学力の状況を４教科の平均正答率でみると、全国平均を上回るのは国語Aと数学Ａ・Ｂの３教科。国語Aは
改善したが、国語Ｂは低下し、全国平均との差が広がった。理科は前回実施より順位を下げた。 
  参考：Ａ問題は「知識」の問題であり、Ｂ問題は「活用」の問題であってPISA（OECDの国際比較学力テスト）型学力に対応する問題である。 

（   ）内は全国順位 
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 １－３ 学力（都道府県別・小学生） 

・都道府県別に平均正答率（４教科総合）をみると、奈良県は小学生２３位（昨年度２７位）。秋田県、石川県、福井県が
昨年度と同様に上位を占めている。 
 注）４教科総合：国語Ａ、Ｂ、算数・数学Ａ、Ｂの各平均正答率を相加平均したもの 
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奈良県 ３１位 ← 前回１７位 



 １－４ 学力（都道府県別・中学生） 

・都道府県別に平均正答率（４教科総合）をみると、奈良県は中学生１９位（昨年度１７位）。福井県、秋田県、石川県
が昨年度と同様に小中とも上位を占めている。 
 注）４教科総合：国語Ａ、Ｂ、算数・数学Ａ、Ｂの各平均正答率を相加平均したもの 
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奈良県 １９位 ← 前回１７位 

奈良県 ３７位 ← 前回 ２４位 



 １－５ 学力（団体別比較・小学生） 

・団体別に平均正答率（４教科総合）をみると、全国平均を上回っているのは、市部では１２団体のうち３団体２５．
０％（H26  ３３．３％    H25  ３３．３％) 、郡部では、２７団体のうち９団体３３．３％（H26 ２２．２％ H25 ４８．１％）。理
科の平均正答率をみると、全国平均を上回っているのは、市部では３団体２５．０％、郡部では１２団体４４．４％。 
 注）４教科総合：国語Ａ、Ｂ、算数・数学Ａ、Ｂの各平均正答率を相加平均したもの 
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※ 児童数が３人以下の４団体は非表示。 

全国平均 63.9% 
全国１位 71.3%（秋田県） 

全国平均 60.8% 

全国１位 67.5%（富山県） 

市 部  郡 部 



 １－６ 学力（団体別比較・中学生） 
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※ 生徒数が３人以下の１団体は非表示。 

・団体別に平均正答率（４教科総合）をみると、全国平均を上回っているのは、市部では１２団体のうち３団体２５．
０％（H26  ２５．０％  H25  ４１．７％) 、郡部では、２５団体のうち１１団体４４．０％（H26 ５７．７％ H25 ６５．４％）。理
科の平均正答率をみると、全国平均を上回っているのは、市部では３団体２５．０％、郡部では１０団体４０．０％。 
 注）４教科総合：国語Ａ、Ｂ、算数・数学Ａ、Ｂの各平均正答率を相加平均したもの 
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１－７  学力（団体別比較・小学校と中学校） 
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※ 児童・生徒数が３人以下の４団体は非表示。 

全体R＝０．４８ 
市部R＝０．９０ 
郡部R＝０．４４ 
 R：相関係数 

Ｒ＝相関係数（絶対値）   相関の強さ 
０．７以上           強い 
０．４以上０．７未満     中間の強さ 
０．２以上０．４未満     弱い 
０．２未満           相関がない 
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１－８  学力（団体別比較・小学生の推移Ｈ２６→Ｈ２７） 
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※ Ｈ２６・２７の児童数が３人以下の４団体は非表示。 8 
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１－９  学力（団体別比較・中学生の推移Ｈ２６→Ｈ２７） 
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※ Ｈ２６・２７の生徒数が３人以下の３団体は非表示 
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１－１０ 学習意欲（小学生） 

・学習意欲に関する項目をみると、「国語・算数が好き」という項目で、特に全国１位との差が大きい。理科の学習状
況に関しては、「観察や実験を行う」という項目で、全国１位との差が顕著である。 

・学習時間については、「２時間以上」の割合は全国トップクラスである。一方で「３０分未満」「全くしない」の割合は昨
年度より減少しているものの、依然として高く、二極化傾向が続いている。 
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【学習意欲に関する項目（国・算）】 【学習意欲・学習状況に関する 
項目（理科）】 
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１－１１ 学習意欲（中学生） 

・学習意欲に関する項目をみると、全国平均を下回っている項目が多い。理科の学習意欲、学習状況に関しては、全
ての項目で全国１位との差が大きく、特に「観察や実験を行う」という項目で、全国１位との差が顕著である。 

・学習時間は、「２時間以上」の割合は、全国トップクラスである。一方で「全くしない」も多く、依然として二極化傾向が
続いている。 
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【学習意欲に関する項目（国・数）】 【学習意欲・学習状況に関する 
項目（理科）】 



 1－1２ 学習意欲の状況（都道府県別比較） 

【中学生】 

・都道府県別に、学習意欲に関する項目（８項目の肯定的割合の相加平均）をみると、都道府県間で大きな差は見ら
れないが、奈良県は小学生３２位（昨年度３３位）、中学生４５位（昨年度４３位）と低位にある。秋田県が小・中学生と
も１位である。 

【小学生】 

（％） 

（％） 
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【学習意欲８項目（小学校６年生）】 
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【学習意欲８項目（中学校３年生）】 

奈良県 ３２位 ← 前回 ３３位 

奈良県 ４５位 ← 前回 ４３位 
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【学習意欲８項目（小学校６年生）】 
学習意欲８項目平均 
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【学習意欲８項目（中学校３年生）】 

【中学生】 

 １－１３ 学習意欲の状況（団体別） 

・団体別に、学習意欲に関する８項目（８項目の肯定的割合の相加平均）をみると、全国平均を上回っているのは、
小学生では、市部で４団体３３．３％ 、郡部で１０団体３７．０％。中学生では、市部で１団体８．３％、郡部で１０団体
４０％である。 

（％） 

市 部  郡 部 

※ 児童数が３人以下の４団体は非表示     生徒数が３人以下の１団体は非表示  13 

（％） 

全国平均 81.8% 

全国１位 87.8%（秋田県） 

全国平均 74.0% 
全国１位 80.9%（秋田県） 

【小学生】 



 ２ 規範意識の状況について 
 ２－１ 規範意識の状況 

・規範意識に関する項目に肯定的に回答した児童生徒の割合を見ると、全国順位では低位にあるものの、一貫し
て増加傾向にあり、全国平均との差も縮小している。 
  注）規範意識： 広く集団生活の維持・向上のために一人一人が従うべき価値判断の基準を守ろうとする意識 

「学校のきまり・規則を守る」と回答した子どもの割合の推移 

小学生 中学生 
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【規範意識４項目（小学校６年生）】 
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【規範意識４項目（中学校３年生）】 

 ２－２ 規範意識の状況（都道府県別比較） 

【中学生】 

・都道府県別に、規範意識に関する項目（４項目の肯定的割合の相加平均）をみると、都道府県間で大きな差は見ら
れないが、奈良県は小学生３７位（昨年度３３位）、中学生４６位（昨年度４３位）と低位にある。秋田県が小・中学生と
も１位である。 

【小学生】 

（％） 

（％） 

奈良県 ３７位 ← 前回３３位 

奈良県 ４６位 ← 前回４３位 
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【規範意識４項目（小学校６年生）】 
規範意識４項目割合 

全国平均（公立） 

全国１位 
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【規範意識４項目（中学校３年生）】 

【中学生】 

 ２－３ 規範意識の状況（団体別） 

・団体別に、規範意識に関する４項目（４項目の肯定的割合の相加平均）をみると、全国平均を上回っているのは、
小学生では、市部で５団体４１．７％ 、郡部で１２団体４４．４％。中学生では、市部で０団体０％、郡部で１０団体４
０％である。 

（％） 

市 部  郡 部 

※ 児童数が３人以下の４団体は非表示   生徒数が３人以下の１団体は非表示  
16 

（％） 

全国平均 93.7% 

全国１位 96.4%（秋田県） 

全国平均 94.2% 
全国１位 96.5%（秋田県） 

【小学生】 


